








要約:

  一般妊産褥婦に対する精神面支援のプロトコールを策定し、本法の介人効果を STAI を

用いて評価した。対象は、平成 7年 1O月から平成 8年 12 月にいたる期間に、九州大学医

学部附属病院周産母子センタ-で外来管理を受けた妊婦 85 例である。妊娠中の精神不安評

価の指標には、STAI(State-Trait Anxiety Inventory)質問紙を用いた。対象例のなかで、

個別精神面支援を希望した群と、希望しなかった群に関して、妊娠合併症および不安の内

訳、および両群の精神面支援前の STAI について群間比較を行っだ。また、個別精神面支

援を反復して実施した症例に関して、支援前後での状態不安の推移を検討した。その結果、

個別精神面支援を希望した妊婦は 29 名であった。個別精神面支援を希望しだ群では、既

往妊娠分娩歴に合併症を有していた症例か有意に高かった(p く 0.05)。個別精神面支援を

行った群における状態不安尺度は、支援前および支援後が各々、45.8±6.0、41.2±4.2

であり、支援後は支援前に比べて状態不安尺度か有意に低下した。一方、個別支援を希望

しなかった群の状態不安尺度は各々、34.1±4.1 および 35.3±4.5 であり、個別支援を希

望した妊婦群は、希望しなかった群に比べて状態不安尺度が有意に高値であった(p く

0.05)。さらに、妊娠中期および後期に反復して個別精神面支援を行った症例の状態不安

尺度の推移を検討した結果、精神面支援後には不安尺度の低下を示す一方で、 2 回目の

支援前には再び不安尺度の上昇を示す傾向がみられた。以上の成績から、医療従事者側か

らの支援提案に基づく対象患者の抽出は、精神面支援からみたハイリスク群のスクリーニ

ングに有意義であり、個別精神面支援は、少なくとも短期的には患者の状態不安の軽減に

有効であること、 しかしながら、長期的な観点からみた精神面支援の可否に関しては、

検討を要することが示唆された。


